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レポート

　能登半島地震における施設整備調査チームの活動
　自衛隊オリンピアンが語るパリオリンピック　～夢の実現と教訓～
　自衛隊飛行場建設の夜明け

●『一般社団法人防衛施設学会』は、防衛施設技術を中心とする関
連分野においてわが国で唯一の学会であり、本学会の前身となる
「防衛施設技術研究会」と同様に「防衛施設技術及びこれに関連
する研究・調査を推進することにより防衛施設技術の振興を図り、
もって学術文化の発達と国民生活の安全等に寄与する」ことを目
的としています。

●本学会は、前項の趣旨に賛同し、防衛施設あるいは関連技術につ
いて学識・実務経験や関心をお持ちの個人会員および法人・団体
会員から構成されます。

●防衛施設技術は、軍事工学（military engineering）にとどまらず
土木工学（civil engineering）／電気／機械など多くの工学や自然
科学を基礎とする総合技術ですので幅広い分野からの会員を募集
しています。

●本学会誌に掲載する寄稿／研究論文／技術報告など、随時受け付
けておりますので、事務局までご連絡ください。
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巻頭言
長寿命化と強靱化への最短の道

―『メンテナンス＝悪』ではない！―

2024年は、1月1日に発災した能登半島地震から始まり、8月8日日向灘を震源とする地震など震
度5弱から震度7までの地震が30回余り発生をしております。このような背景から今後発生する可
能性が高い巨大地震に備えて、防衛施設の耐震性の向上を図ることが重要な課題となっており、
国土強靱化対策の一環として重要な役割を持っています。その中でも既存の構造物を従来の慣行
にとらわれず、新しい検知を取り入れて正しく維持管理していくことが緊急の課題と思われます。

最近の防衛施設を見回しますと、導入当初は『メンテナンスフリー』と言われながら実は経年
のメンテナンスが必要なことが、時間の経過の中で判明して来ています。私が造船会社の橋梁部
門に就職した当時（1981年）、鋼製桁の一般橋はもはやプレストレスコンクリート橋（以下PC橋）
には単価で太刀打ちが出来ないと言われていました。その最大の売りが「PC橋梁は『メンテナ
ンスフリー』であり、鋼製桁の様に塗装の塗り替えが不要なのでメンテナンスコストの大幅な差
がある」とされていました。見積設計の段階である橋梁形式比較のための「比較一般図」で何回
も書いたことを記憶しています。これが無意識のうちに呪縛になっていることも事実です。

しかし、実態はどうかと言うとPC橋梁であっても表面劣化の問題、鉄筋爆裂等の補修、さら
には表面塗装も必要となり、結果的にメンテナンス費用はそれなりに発生することが現在では常
識になってきました。メンテナンス費用を従前から考慮し、積算しておくことが重要な訳です。

このような経験があるにも係わらず、世の中には未だ『メンテナンスフリー』として世に出て
いる製品も多々あるのは事実です。特に現在はステンレス製や亜鉛メッキ製品を主とした製品に
多いと思われます。この背景には例えば「ステンレスは錆びない」と信じられており、正しくは

「ステンレスは錆びにくい」なので、ここに大きな誤解があります。
ところでステンレス鋼材は一般鋼材に比べて数倍から十数倍の価格ですので、板厚を極限まで

薄くして使用します。極力板厚を薄くして同等の強度を得ようとすることは設計上たいへん重要
なことですが、ここに大きな落とし穴があります。設計の構造解析を行う場合、静的な解析と動
的な解析、線形解析と非線形解析の組み合わせがあります。一般に手計算ベースで解析を行う場
合、微小変形の条件の基、線形の範囲で力の釣合だけで静的な解析を行いこれで設計を行います。
通常であれば大きな撓みが無く静止していれば、構造体として保持されます。しかし、地震時や
風の様に動的な荷重が繰り返し作用する場合には、共振現象を発生する場合があり思わぬ力が作
用して構造物を破壊に至らしめることもあります。特に板厚が薄い構造の場合は変形量が大きく
これが顕著に表れるので、動的な解析が必要となる訳です。微小変形条件の基での釣り合い条件
のみならず幾何学的な非線形である大変形の解析が必要となります。能登半島地震で多数の配水
池のステンレス製タンクが被害を受け、ライフラインとしてたいへん重要なインフラである水道
の復旧を遅らせたことがこの事例になります。

同様の問題は、構造物が大型化すればする程検討が必要となります。例えば大型鉄塔やそれを
支えるワイヤーロープの問題など我々が扱う施設の中にも多々あります。一度見直し、設計が正
しかったか否かを検討する時期に来ているのではないでしょうか。これもメンテナンスの一つな
のです。
『メンテナンスフリー』ではなく『メンテナンスは必要』であるとの考えから施設の状況を見

直すことが必要で、しかるべきメンテナンス費用を確保することが大切と考えます。表題に示し
ましたように『メンテナンス＝悪』では決してありません。維持管理を正
しく理解してメンテナンス費用を充分予算化することが、構造物の長寿命
化と強靱化への最短の道なのです。

平野 廣和

防衛施設学会理事長
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